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 論文審査の結果の要旨
 琉球列臨には,第四紀更新世のサンコ礁およびその周辺堆積物からなる琉球属群が広く分布し
 ている。これらの化石礁複合体を形成している主要な生物の一つに,紅藻類無節サンゴモがある。
 これまで琉球層群巾の無節サンゴモに関する硯究はきわめて少なく,他の化石礁構成生物の研究
 におくれをとり,未解決の問題が多くのこされてきた。井龍康文は琉球層群産化石無節サンゴモ
 のほかに,その基礎となる現生サンゴモの研究もあわせて行ない,その両方の比較研究について
 以下の結果を得た。
 L現生サンゴ毛6属14種,化石サンゴ磯0属綿種,計io属23種を,それぞれ5,235枚,945枚の薄片によって蒙鵬ilし,
 分類・記載を行なった。同定にあたっては,サンゴモの多くの模式標本が収蔵されている,ノルウェーのト
 ロントハイム博物館において直接比較研究を行なった。この分類学的硯究は,今後の現生および
 化石サンゴモ研究に大きく貢献するものと思われる。
 2.現生無節サンゴモは種によってその深度分布が異なることを明らかにし,それぞれの深度に
 おける種構成によって,てヤサンゴモ深度計"を作り,琉球層群の吉環境の復元に,サンゴモがき
 わめて有効であることを示した。その結論は,従来の化石サンゴ等による復元を裏ずけると同時
 に,サンゴモ深度計が精度の高いものさしであることを明らかにした。
 3.現在のサンゴ礁前縁深部から,無節サンゴモを主構成物とする“石灰藻球"を多数採集し,
 その深度分布から琉球層群産石灰藻球の生息古環境を論じた。またt雫石灰藻球"はサンゴモの飽
 に,被覆性底生有孔虫(矛p3加αp砲7観によっても構成されていること明らかにし,琉球層群呼の
 較石灰藻球"はその構成において現生のものと酷似していることを明らかにした。
 4.琉球層群中の石灰岩を分類し,それぞれの石灰岩中のサンゴモの種構成を論じ,岩相ごとの
 違いを明らかにした。これらの結果を総合して,琉球列島の与論協,沖永良部島,徳之脇および
 喜界島に分布する琉球麟群の古環境・古地理を復元した。
 以上の研究成果はサンゴモの生物学:的・古生物学的研究の上で,また琉球層群の堆積環境,古
 生物相を明らかにする上での大きな貢献であり,今後自立して研究活動を行なうに必要な高度な
 研究能力と学識を有していると考えられる。よって井龍康文提出の論文は理学博士の論文として
 合格と認める。
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